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学
外
研
修
、海
外
研
修
な
ど
、国
際
基
準
の

質
の
高
い
経
験
が
学
生
の
人
間
的
成
長
を
促
す

聖
徳
大
学　

SE
IT
O
K
U
 U
niversity

導
入
教
育
合
宿（
F
C
）か
ら

始
ま
る

国
内
外
で
の
研
修

聖
徳
大
学
で
は
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
和
」を
理
解
す
る
た
め
の
人
間
教
育
＝

「
聖
徳
教
育
」を
重
視
し
て
い
る
。
学
生

は
小
笠
原
流
礼
法
の
講
座
や
世
界
的

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
年
に
20
回

以
上
行
わ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、

文
化
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、幅
広
く

深
い
教
養
を
身
に
つ
け
、豊
か
な
感
性

を
養
う
。

そ
れ
と
併
せ
て
大
切
に
し
て
い
る
の

が
、多
様
な
他
者
と
共
感
的
な
関
係

を
築
き
、学
び
合
い
で
の
成
長
を
目
指

す
、各
種
学
外
研
修
だ
。
４
月
の
F
C　

 

（F
reshm

en C
am
p

）と
い
う
導
入
教

育
合
宿
か
ら
始
ま
り
、国
内
外
で
の
多

彩
な
研
修
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ

禍
で
も
感
染
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
実
施
さ
れ
た
海
外
研
修
に
参

加
し
た
学
生
た
ち
は
、日
本
と
は
違
っ
た

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
精
神
的
に
一
回

り
成
長
し
、よ
り
意
欲
的
に
学
習
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

実
践
的
で
リ
ア
ル
な
体
験

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
や

「
R
E
科
目
」

こ
う
し
た
学
外
研
修
を
通
し
て
学
び

合
い
で
の
成
長
を
実
感
し
た
学
生
た
ち

は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
ン
ケ
ー
ジ（
F
L
）」や

「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
ン
ケ
ー
ジ

（
B
F
L
）」と
いっ
た
学
部
横
断
型
・
体

験
型
の
学
び
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
傾
向
が
強
い
。
学
外
か
ら

講
師
を
招
き
、社
会
や
経
済
の
仕
組
み
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

学
ぶ
F
L
や
B
F
L
を
受
講
し
た
学
生

か
ら
は
、「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
が
身
に
つ

く
」「
他
学
科
の
学
生
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、視
野
が
広
が
っ
た
」と
い
っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

B
F
L
を
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う

学
生
の
声
に
応
え
る
形
で
、副
専
攻
化

も
実
現
さ
れ
た
。

学
部
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
学

習
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
文
学
部
と
看

護
学
部
の
例
を
見
て
い
こ
う
。

文
学
部
は
２
０
１
７
年
、新
し
い
体
験

型
参
加
型
教
育
の
総
合
文
学
部
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
開
講
科
目
数
約
５
０
０

科
目
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
そ
の
中
で

も
、体
験
型
参
加
型
授
業「
R
E
科
目
」

は
文
学
部
の
象
徴
的
な
科
目
群
と
な
っ

て
い
る
。〝
R
E
〞と
は
、R

eality 
E
xperience

の
略
。エ
ア
ラ
イ
ン
や
ホ
テ

ル
業
界
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
者
向
け
の

近年、アクティブ・ラーニングなどの能動
的な体験型学習が注目を浴びている
が、聖徳大学では建学時より感性を磨
く体験・経験を重視してきた。聖徳大学
の体験型学習最前線を探る。

取材・文／本橋千恵子
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（右）大学2年次また
は3年次に実施され
る海外研修。交流の
ある海外の大学・教
育機関等を訪れ、グロ
ーバルな環境のもと
で各学科・分野の最
先端かつ多面的な学
びの視点を体験しま
す。

（左）看護学部では患
者ロボット（高機能シ
ミュレータ）を取り入
れ、より看護の現場に
近い状態で実践力を
磨いていきます。学生
は、それぞれが看護師
であるという意識で臨
み、シミュレーションに
参加します。
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聖
徳
大
学
は
６
学
部
８
学
科
、短
期

大
学
部
３
学
科
を
有
す
る
女
性
総
合
大

学
だ
。
色
々
な
専
門
領
域
を
学
ぶ
仲
間

や
先
輩
と
交
流
を
持
ち
、共
に
多
様
な

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、学
生
は
自
分
の

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
超
え
る
成
長
を
実
現

で
き
る
。
リ
ア
リ
テ
ィ
を
大
事
に
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
意
し
、唯
一
無
二
の
体
験・

経
験
を
通
し
て
、人
間
性
と
知
性
を
養

う
。
そ
れ
が
一
人
ひ
と
り
の
自
信
に
繋
が

り
、行
動
へ
と
繋
が
る
。
社
会
の
中
で
必

要
と
考
え
る
現
場
対
応
力
を
さ
ら
に
養

う
た
め
、そ
し
て
、そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後

押
し
す
る
た
め
の
制
度
を
、聖
徳
大
学
は

今
後
も
作
り
続
け
て
い
く
。

た
め
に
、「
面
接
チ
ャ
レ
ン
ジ
会
」を
実
施
。

３
年
次
か
ら
教
員
・
職
員
が
面
接
官
と

な
り
、面
接
練
習
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
繰

り
返
す
。
４
年
次
に
は
企
業
の
人
事
担

当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
も

で
き
る
。「
自
分
の
弱
点
や
強
み
が
理

解
で
き
た
」「
改
善
へ
の
道
筋
が
見
え

た
」と
、参
加
し
た
学
生
か
ら
は
好
評

を
博
し
て
い
る
。

ま
た
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
安
を
持
つ

学
生
の
た
め
に
メ
ン
タ
ー
制
を
導
入
。
さ

ま
ざ
ま
な
業
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に

「
夢
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
寄

り
添
い
、悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
共
に
進

ん
で
く
れ
る「
夢
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、学

生
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
だ
。

職
場
体
験
授
業
や
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
や
ブ
ラ
ン
ド
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
文
化

を
学
ぶ
授
業
、日
本
文
学
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
作
品
を
追
体
験
す
る
授
業
な
ど
。

リ
ア
ル
で
貴
重
な
体
験
を
し
た
学
生
か

ら
は「
感
動
し
た
」と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、エ
ア
ラ
イ
ン
業
界

へ
の
就
職
を
実
現
し
た
学
生
も
い
る
。

看
護
学
部
に
設
け
ら
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
室
に
は
、患
者
ロ
ボ
ッ
ト
（
高
機

能
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
）が
病
院
の
個
室
環

境
に
い
る
か
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
看
護
師
役
と
し
て
授
業
に
臨
む

学
生
た
ち
は
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
実
践
的
な
体
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育

で
は
環
太
平
洋
一
と
も
い
わ
れ
る
施
設

を
持
つ
ハ
ワ
イ
大
学
で
の
研
修
も
実
施
。

多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。

他
学
部
で
も
、こ
う
し
た
体
験
型
授

業
の
流
れ
を
加
速
す
る
予
定
だ
。

大
学
の
総
合
力
を
活
か
し

夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え
る

学
生
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
個
性
と

夢
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
学
生
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
、多
種
多
様

な
経
験
の
チ
ャ
ン
ス
を
用
意
す
る
と
同

時
に
、学
生
の
不
安
を
払
拭
す
る
き
め

細
か
な
サ
ポ
ー
ト
も
欠
か
せ
な
い
。

希
望
の
就
職
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
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聖徳大学

女性総合大学として、自立した女性として世の中を凛として
生き抜くための品格、他者を思いやる協調性とそれらを発揮
する人間性、学際的な教養、専門性の高い実践力を育む。教
育学部、心理・福祉学部、文学部、人間栄養学部、看護学部、
音楽学部、短期大学を擁し、教育・保育のみならず、管理栄
養士、看護師、福祉分野でも高い実績を残している。

●DATA
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550
TEL 047-366-5551（入学センター）

https://www.seitoku-u.ac.jp/URL
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